(前略) それ だから 今日すな わち 四月 九日の 晚を まる 

潰しに して 何 か 御 報知 をしょう と 思う。 報知した いと 

思う 事 はたく さん あるよ。 こちら へ 来てから どう 云う 

まじめ 

もの かい やに 人間が 真面目に なって ね。 いろいろな 事 

を 見たり 聞たり する に つけて 日本の 将来と 云う 問題が 

しきりに 頭の 中に 起る。 柄 にないと いって ひやかした 

まうな。 僕の ような ものが かかる 問題 を 考える の は 全 

く 天気の せいや 「ビス テキ」 のせいで はない 天の 然ら 

しむる ところ だね。 この 国の 文学 美術が いかに 盛大で、 



ると 出ない もので ね、 困るな。 仕方がな いから 今日 起 

きてから 今 手紙 を かいてい るまでの 出来事 を 「ほと と 

ぎす」 で 募集す る 日記 体で かいて 御 目に かけよう。 出 

来 事 だって 風 来 山人の 生活 だから 面白お かしい 事 はな 

い、 すこぶる 平凡な 物 さ。 「ォ キス フォ— ド」 で 「アン」 

を 見失った とか、 「チェ ヤリング クロス」 で 決闘 を 見た 

びんぜん 

とか 云う の だと 張 合が あるが、 いかにも 憫然な 生活 だ 

からく だらない。 しかし 僕が 倫敦に 来て どんな 事 を 

やって いるかが ちょっと 分る。 僕 を 知っている 君ら に 

は そこに 少々 興味が あるだろう。 

この 前の 金曜が 「グ— ド. フライ デ—」 で 「^ -1 ス 



タ ー」 の 御祭の 初日 だ。 町の 店 は みんな やすんで 買物 

など はいつ さい 禁制 だ。 明る 土曜 はまず 平常の 通りで、 

次が 「^ -— スタ— • サン デ—」 また 買物 を 禁制され る。 

翌日に なっても う 大丈夫と 思う と、 今度 は 「ィ— ス 

タ ー • モン デ ー」 だとい うので また 店 をと じる。 火曜 

になって ようやく もとに 復 する 例で ある。 内の 夫婦 は 

御祭 中 田舎の 妻 君の 里へ 旅行した。 田 中 君 は 「シ ェク 

ス ピャ」 の 旧跡 を 探る というので 「スト ラトフ ォドォ 

ンァヴ オン」 と 云う 長い 名の 所へ 行かれた。 跡 は 妻 君 

の 妹と 下女の ぺ ンと 吾輩と 三人で ある。 

,19 よ J ま 

朝 目が さめる と 「シャツ タ ー」 の 隙間から 朝日が さ 



来た。 先生 は 昨夜 遅く 旅から 帰って来 たので ある。 

もっとも 先生 は 毎朝 遅刻す る 人で けっして 定刻に 二階 

から 天下った 事 はない。 「いや 御早う」。 妻 君の 妹が 

Good morning と 答えた。 吾輩 も 英語で Good 

morning といった。 田 中 君 は ム シャム シャ やって い 

る。 吾輩 は Excuse me といって 食卓の 上に ある 手紙 

を 開いた。 「エッジヒル」 夫人から この 十七 日 午後 三 

時に ゆるゆる 御 話し を 伺いたい からお いでく だされ ま 

じき やという 招待状 だ。 おやおやと 思った。 吾輩 は 日 

さら 

本に おっても 交際 は 嫌いだ。 まして 西洋へ 来て 無 弁舌 

きゅうくつ きら 

なる 英語で もつ て 窮窟な 交際 を やる の はもつ とも 厭 



いだ。 加 之 倫敦は 広い から 交際な ど を 始める とむ やみ 

に 時間 をつ ぶす、 おまけに きたない 「シャツ」 など は 

ひざ 

着て 行かれず、 「ズボン」 の 膝が 前へ せり 出して いて は 

まずい し 雨の ふる 時な ど はなさけ ない 金 を 出して 馬車 

など を驕ら ねばなら ないし、 それ は それ は 気骨が 折れ 

る、 金が いる、 時間が 費える、 真平 だが 仕方がない、 

たまに はこん な 酔 興な 貴女が あるんだ から 行かな けれ 

ば 義理が わるい、 困った なと 思って いると、 田 中 君が 

旅行 談を 始めた。 吾輩に 「シ ェクス ピャ」 の 石膏 製の 

像と 「アルバム」 を やろうと 云う から ありがとうと い つ 

て 貰った。 それから r シ ェクス ピャ」 の 墓碑の E 摺の 



蔑視す ると 云う ので 破門され たので ある。 天下の 「ト 

ルス トイ」 を 破門した の だから 大騒ぎ だ。 或る 絵画 展 

覧 会に 「トルストイ」 の 肖像が 出て いると その 前に 花 

が 山 をな す、 それから 皆が 相談して 「トルストイ」 に 

やっき 

何 か 進物 をしょう なんかんて 「トルストイ」 連 は 焼 気 

つらあて 

になって 政府に 面 当 をして いると いう 通信 だ。 面白い _ 

そうこう する 内に 十 時 一 一十 分 だ。 今日は 例の ごとく 先 

生の 家へ 行かねば ならない。 まず 便所へ 行って 三階の 

部屋へ かけ 上 つ て 仕度 をして 下りて 見る とま だ 十 一 時 

に は 二十 分ば かり 間が ある。 また 新聞 を 見る。 昨日 は 

「，x -— スタ ー • モン デ—」 なので ところどころで 興行 物 



に つ きだん じょう 

はセビ 口の 仁 木 弾 正 だね。 穴の 中 は 電気 灯で あかるい。 

汽車 は 五分 ごとに 出る。 今日はす いている、 In 按排 だ。 

隣り の もの も 前の もの も 次の 車の もの も 皆 新聞 か 雑誌 

を 出して 読んで いる。 これが 一種の 習慣な ので ある。 

吾輩 は 穴の 中で はどうしても 本な ど は 読めない。 第 一 

くさ 

空気が 臭い、 汽車が 揺れる、 ただで も 吐きそう だ。 ま 

ことに 不愉快 極まる。 停車場 を 四ば かりこす と 「バン 

ク」 だ。 ここで 汽車 を 乗り かえて 一 の 穴から また 他の 

穴へ 移る ので ある。 まるで もぐら 持ち だね。 穴の 中 を 

一 町ば かり 行く と いわゆる twopence 闩 ube さ。 これ 

は 東 「バンク」 に 始まって 倫敦を ズット 西へ 横断して 



いる 新しい 地下 電気 だ。 どこで 乗っても どこで 下りて 

も 二 文すな わち 日本の 十 銭 だからこう 云う 名が ついて 

いる。 乗った。 ゴ— と 云って 向う の 穴 を 反対の 方角に 

列車が 出る の を 相 図に、 こっちの 列車 もゴ— と 云って 

負けない 気で 進行し 始めた。 車掌が next station 

力 ost-office といって ガチャ リと 車の 戸 を 閉めた。 と 

まるたび に つぎの 停車場の 名 を 報告す るの が この 鉄道 

の 特色な ので ある。 向う の 方に 若い 女と 四十 恰好の 女 

が 差し 向いに 座 を 占めて いた。 吾輩の 右に 一間ば かり 

隔 つ て 婆さんと 娘が ベ チヤべ チヤ 話し をして いる。 

向う の 連中 は 雑誌 を 読みながら 「ビスケット」 か 何 か 



る ぁリ焉 さ。 まず 聞きた まえ。 なるほど 留学生の 学資 

は 御 話しに ならない くらい 少ない。 倫敦 ではなお なお 

少ない。 少ない が この 留学 費 全体 を 投じて 衣食住の 方 

ち-つす こ 

へ 廻せば 我輩と いえ ども 最少し は 楽な 生活が できる の 

お ぼっか 

さ。 それ は 国に いる 時分の 体面 を 保つ 事 は 覚束ない が 

(国に いれば 高等官 一 等から 五つ 下へ 勘定 すれば 直ぐ 

僕の 番へ巡 わって くるの だからね。 もっとも 下から 勘 

定 すれば 四 つ で 来て しま うんだ から 日本で も あまり 威 

張れない が) とにかく これよりも さっぱりした 家へ 

ま ヽ， 

這 入れる。 然るに あらゆる 節儉を をして かような わび 

しい 住居 をして いるの はね、 一 つ は 自分が 日本に おつ 



んどは 向う から 妙な 顔色 をした 一 寸 法師が 来たな と 思 

うと、 これすな わち 乃公 自身の 影が 姿見に 写った ので 

ある。 やむをえず 苦笑い をす ると 向う でも 苦笑い をす 

る。 これ は理の 当然 だ。 それから 公園へ でも 行く と 角 

兵衛 獅子に 網 を 被せた ような 女が ぞろぞろ 歩行いて い 

る。 その 中には 男 もい る。 職人 もい る。 感心に 大概 は 

日本の 奏 任官 以上の 服装 をして いる。 この 国で は 衣服 

では 人の 高下が 分らない。 牛肉 配達な どが 日曜になる 

と シルク ハ ットで フロック コ 1„ ^など を 着て 澄して い 

る。 しかし 一 般に 人気が 善い。 我輩な ど を 捕えて 悪口 

ののし 

をつ いたり 罵ったり する もの は 一人 もお らん。 ふり 



だ。 全く 黄色い。 日本に いる 時 は あまり 白い 方で はな 

いがまず 一 通りの 人間 色と いう 色に 近いと 心得て いた 

が、 この 国で はついに 人 -間 -を -去 -る ニニ -舎 - 

色 と 言わ ざ る を 得な いと 悟つ た そ の 黄色 人が ポ ク 

ポク 人 込の 中 を 歩行いたり 芝居 や 興行 物な ど を 見に 行 

かれる ので ある。 しかし 時々 は 我輩に 聞えぬ ように 我 

輩の 国元 を 気にして 評する 奴が ある。 この間 或る 所の 

店に 立って 見て いたら 後ろから 二人の 女が 来て "least 

poorolinese" と 評して 行った leastpsor と は 物 句 

い 形容詞 だ。 或る 公園で 男女 二人 連が あれ は 支那 人 だ 

いや 日本人 だと 争って いたの を 聞た 事が ある。 二三 日 



前 さる 所へ 呼ばれて シルクハットに フロックで 出かけ 

たら、 向う から 来た 二人の 職工み たような 者が ひ 

handsome Jap. といった。 ありがた いんだ か 失敬な 

ん だか 分らない。 せんだって 或 芝居へ 行った。 大 入で 

這 入れない から ガ レリ— で 立 見 をして いると 傍の もの 

が、 あすこに いる 一 一人 は 葡萄 耳 人だろう と 評して いた _ 

—— こんな 事 を 話す つもりではなかった。 話しの 筋が 

分ら なくなった。 ちょっと 一服して から 出直そう。 

まず 散歩で もして 帰る とちよ つ と 気分が 変って 来て 

晴々 する。 何 こんな 生活 もた だ 二三 年の 間 だ。 国へ 帰 

れば 普通の 人間の 着る 物 を 着て 普通の 人間の 食う 物 を 



前 五六 年の 間に はこん な 下等な 考は 起さなかった。 た 

だ 現在に 活動した だ 現在に 義務 をつ くし 現在に 悲喜 憂 

苦 を 感ずる のみで、 取 越 苦労 や 世迷言 や 愚痴 は 口の 先 

ばかりで ない 腹の 中に もた くさん なかった。 それで 

少々 得意に なった ので 外国へ 行っても 金が 少なく つて 

いったん いっぴょう のんき しゃらく 

も 一 簞の食 一 瓢 の 飲 然と 呑気に 洒落に また 沈着に 暮 

うぬ まれう ぬま. れ 

される と 自負しつつ あつたの だ。 自惚 自惚！ こんな 

事で は 道 を 去る 事 三千 里。 まず 明日から は 心 を 入れ 換 

えて 勉強 専門の 事。 こう 決心して 寝て しまう。 

かかる ありさまで この 薄暗い 汚 苦しい 有名な カン 

バ ー ゥ エルと 云う 貧乏 町の 隣町に 昨年の 末から 今日 ま 



女と 家 を 共に する の は 毫も 不愉快 を 感じない が、 姉の 

おてん きい 

方た る少々 御 転 だ。 この 姉の 経歴 談も 聞た が 長くなる 

から 抜きに して、 ちょっと 小生の 気に入らない 点 を 列 

挙 するならば、 第一 生意気 だ、 第二 知った かぶり をす 

る、 第三つ まらない 英語 を 使って あなた はこの 字 を 

かんじょう 

知って おいでで すかと 聞く 事が ある。 一々 勘定 すれ 

ば 際限がない。 せんだ つ て トンネルと 云う 字 を 知って 

いるかと 聞た。 それから straw すなわち 藁と いう 字 を 

知ってい るかと 聞た。 英文学 専門の 留学生 もこうな る 

と 怒る 張 合 もない。 近頃 は少々 見当が ついた と 見えて 

そんな 失敬な 事 も 言わない。 また 一 般の 挙動 も大に 



ていねい めいめい うち 

叮嚀に なった。 これ は漱 石が 一 言の 争 もせず 冥々 の裡 

にこの 御転婆 を 屈伏せ しめたの である。 —— そんな 得 

意談 はどうで も 善い として、 この 国の 女 ことに 婆さん 

とくる と、 いわゆる 老婆 親切と 云う 訳 かも 知れん が、 

自分の 使う 英語に 頼み もせぬ 註解 を 加えたり、 この 字 

は 分ります かな どと いう 事が たくさん ある。 この間 さ 

よな 

る処へ 呼ばれて そこの 奥さんと 談し をした。 すると そ 

ャソ とうとう 

の 人が 大の 耶蘇 信者 だからた まらない。 滔々 と 神徳 を 

述べ立てた。 まことに 品の 善い、 しとやかな 御婆さん 

だ。 しかる 処 evolution と 云う 字 を 御 承知です かと 聞 

かれた。 「世の中の 事 は 乱雑で 法則がない ようです が 



手紙 をよ こして その 中に folk と いう 字 を 使って いる。 

ただ 使って いるば かりなら 不思議 はない が、 その 字に 

foot note が 付いている。 これ は 英国 古代の 字な りと 

あった。 「ノ— ト」 を 自分の 手紙へ つける の も 面白い が 

その ノ ー トの 文句が なおさら 面白い。 この 御婆さんと 

船へ 合 乗 をした 時に、 何 か 文章 を 書け、 直して やる と 

いうから、 日記の 一 節 を 出して よろしくお たのもう す 

事に した。 すると 大変 感心した といって 二三 所 一 二字 

添削して 返した。 見る と 直さな くっても けっして 

さしつかえ 

差 支の ない 所 を 直して いる。 そして とんでもない 間 

違った 事が 例の ノ— ト 的で 書いて ある。 この 御婆さん 



それ は 間がない の だからで きない 相談 だ。 こう 云う 時 

になる と 西洋の 新聞 は 便利 だ。 万事 広告の 世界な の だ 

から 下宿の 広告が いくらでも ある。 我輩が 以前 下宿 を 

さがす 時 Daily Telegraph の 下宿の 広告欄 を 見た 事が 

ある。 始めから 終りまで 読む のに 三時 間 かかった 事 を 

きおく 

記 臆して いる。 今 は 「テレグラフ」 を 取って おらん、 

「ス タンダ— ド」 だ。 この 新聞 は 上品な 新聞 だから こ 

こ へ 出る 広告なら 間違 はない と 思って 四月 十七 日の 分 

の 広告欄 を 読み 始める と、 存外 営業 的の が 多くって 素 

人家へ 置きたい と 云う のが 少ない。 しかし いろいろの 

が ある。 「宿料 低廉、 虱呂 I3E、 食物 上等」 こんなの は 普 



通な の だ。 「ハイド パ— クに 面し 地下 電気へ 三分 地下 

鉄道へ 五分、 貴女と 交際の 便利 あり」 なんと 云う のが 

ある。 「球 突 随意 ピャ ノ あり gay society, late dinnerj 

これ も 珍ら しくない。 「レ— ト ジン ナ—」 と 云う の は 

この頃の 流行な の だ。 我輩な どに は 至極 不便 だ。 その 

中で 下の ような の を 見出した。 「立派なる 室 を 有する 

寡婦 及 その 妹と 共に 同宿 せんとす る あまり 派出 やかな 

ら ざる 紳士 を 求む。 御望の 方 は 〇〇 筆墨 店へ 御 一報 を 

乞う」。 まず ここへ でも 一 つ あたって みょうと 云う 気 

になった から 直ぐ 手紙 を 書いて、 宿料 その他 委細の 事 

を 報知して 貰いたい、 小生の 身分 はかく かく 職業 はか 



くかく、 なるべく 低廉で なるべく 愉快な 処に 住みたい 

と 勝手な 事 を か いて やった。 

その 夜の 十 時 頃 自分の 室で 読書 をして いると、 室の 

戸をコ ッコッ 叩く ものが ある。 *Yes, come in: と 

い つたら 宿の 亭主が 二 コ 二 コ して 這ん つて 来た。 「実 

は あなた も 御 承知の 通り この度 引越す 事に きまり まし 

きれい 

たが、 どうでしょう、 向う はこ こよりも 大分 奇麗で か 

つ 器具な どもよ ほど 上等に します が、 来て いただく 訳 

に は 参りますまい か」 「それ は 君の 方で 僕に 是非 来て 

くれ と言うの なら ：：： 」 「イエ 是非と い つ て 御 無理 を 

願う 訳ではありません が、 御 都合が よければ —— 実は 



この 家 は レデ— (この レデ— という 字の 下に 棒が 引い 

て ある) の 所有に て 室内の 装飾の 立派なる はもち ろん 

室々 はこと) J とく 電気 灯 を 用い よき 召使 を 雇い 高尚 優 

雅 なる 生活に 適する ように 意 を 用い 候。 宿料 は 一 週 三 

十三 円に 御座 候。 あるいは 御 気に 召さぬ かと 存じ 候え 

お いでく だされ つかまつるべく 

ども、 御 出 被 下 候えば 喜 こんで 室々 御 案内 可 仕 候、 

敬具」。 飯 を 食いながら 呼 鈴 を 押して 宿の 神さん を 呼 

んだ。 「とうとう あなたの 方へ 行く 事に しました よ。 

一 週 三十 三 円の 下宿料なん かとうて い 我輩に は 払えん 

から 君の 方へ 行きましょう よ」 「は あそうで すか、 どう 

も ありがとう、 なる ベ く 気をつけます から どうぞ さよ 



う 願いたい もので」。 細君が 出て 行った 後から 亭主 の 

首が 半分 戸の 間から 出た。 Thank you, Mr. Natsume, 

asnk you. と 言 つて ニコニコ 笑った。 我輩 も少々 嬉 

しいよう な 心持ちが した。 細君と 妹 は 引越しの 荷 ごし 

ら えで 終日 急がし い。 七 時に 茶 を 飲む ときに 食堂で 

あ おうむ 

逢った。 「今日は 飼って いた 鸚鵡 を 売りました」 と 妹 

がいった。 姉 もまけ ずに 「前 使った 学校の 招 牌 も 売り 

ました。 十 円に 買って 行きました」 と 云った。 

運命の 車 は 容赦な く 廻転しつつ ある。 我輩の 前お よ 

び 彼ら 二人の 前に はいかなる 出来事が 横 わりつつ ある 

か。 我ら は 三人ながら 愚な 事 をして いるか も 知れぬ。 



愚か も 知れぬ、 また 利口 かも 知れぬ。 ただ 我輩の 運命 

が 彼ら 二人の 運命と 漸々 接近し つ つ ある は 事実で ある。 

後 を 顧 みて かの 薄 紫の 貴女 及び その 妹の 事と その 

もんがまえつ き 

門 構 付の 家 を 想像し、 前 を 見て この 貧困なる しかし 

正直なる 二人の 姉妹と その 未来の 楽園と 予期し つ つ あ 

る 格子戸 作り を 想像して、 両者の 差違 を 趣味 あるよう 

に も 感ずる。 ま た 貧富 の 懸隔 はかよう に 色気な き 物 か 

とも 感ずる。 また ミカ ゥバ— と 住んで お つ たデヴ イツ 

ド. カッパ— フィ ー ルドの ような 感じ もす る。 四月 二 

十日。 



二 

ほうゆう 

朋友 その 朋友と 共に 我輩が 生活 を 共に すると ころの 

朋友 姉妹の 事に ついては 前回 少しく 述 ぶる ところ あつ 

へ きえき 

たが、 このほかに 我輩が もっとも 敬服し もっとも 辟易 

すると ころの 朋友が まだ 一 人 ある。 姓はぺ ン 渾名 は 

bedge pardon なる 聖人の 事 を 少しく 報道し ないで は 

何だか 気がすまない から、 同 君の 事 を ちょっと 御 話し 

て、 次回から は 方面の 変った 目撃 談 観察 談を御 紹介 仕 

ろう。 そもそも この ペンすな わち 内の 下女なる ペンに 

なぜ 我輩が この 渾名 を呈 した かと 云う と、 彼 は 舌が 短 



ろれつ 

か すぎ るの か 長す ぎ るの か 呂律が 少々 廻り 兼ねる 善人 

なる 故に I t-eg your pardon と 云う 代りにい つで も 

tDedge r-ardon と 云う からで ある。 ベ ッジ . パ 1 ドン 

は 名の ごとく いかにもべ ッジ. パ— ドンで ある。 しか 

だ えき 

し 非常な 能弁家で、 彼の 舌の 先から 唾液 を 容赦な く 我 

とうとう こん こん 

輩の 顔面に 吹き かけて 話し 立てる 時な ど は滔々 滾々 と 

おし つぶ ごう 

して 惜ぃ 時間 を 遠慮なく 人に 潰させて 毫も 気の毒 だと 

思わぬ くらいの 善人 か つ 雄弁家で ある。 この 善人に し 

て 雄弁家な るべ ッジパ —ドン は 倫敦 に 生れながら まる 

で 倫 敦の事 を 御存じない。 卧舎は 無論 御存じない。 ま 

た 御存じな さりた くもない 様子 だ。 朝から 晚 まで 晚か 



ら 朝まで 働き 続けに 働いて それから 四 階の アツ チック 

あまくだ 

へ 登って 寝る。 翌日 日が 出る と 四 階から 天降って また 

ぜんそく もち 

働き 始める。 息 を セッセ と はずまして 彼 は 喘息 持 

である はたから 見る の も 気の毒な くらいだ。 さり 

ながら 彼 は 毫も 自分に 対して 気の毒な 感じ を 持って お 

けんとう 

らぬ。 A の 字 か B の 字 か 見当の つかぬ 彼 は 少しも 不自 

由ら しい 様子がない。 我輩 は 朝夕 この 女 聖人に 接して 

敬慕の 念に 堪えん くらいの 次第で あるが、 このべ ンに 

捕って 話しかけられた 時 は 幸か不幸か これ は 他人に 判 

断して 貰うよ り 仕方がない。 日本に いる 人 は 英語なら 

誰の 使う 英語で も 大概 似た もんだ と 思って いるか も 知 



切れない くらいの もの だ。 我輩が ここに 下宿した てに 

こうむ 

はしばしば ぺ ンの 襲撃 を 蒙 つて 恐縮した ので ある。 

やむをえず y ^ の 旨 を 神 さ ん に 届け出る と 、 可愛 想 に ぺ 

ンは 大変 御 小言 を 頂戴した。 御客様に そんなぶ しっけ 

ほう 

な 方が ある もの か 以後 はたしな むが 善かろう ときめつ 

けられた。 それから 従順なる ペン はけつ して 我輩に 口 

をき かない。 ただし 口 をき かないの は 妻 君の 内に いる 

時に 限る ので、 山の 神が 外へ 出た 時には 依然と しても 

との ぺ ン である。 もとの ぺ ンが 無言の 業 を させられた 

口惜し まぎれに 折 を 見て 元利 共 取 返そうと 云う 勢で く 

るから たまらない。 一週間 無理に 断食 をした 先生が 八 



くれな 

い ている 鼻と あくまで 紅 い に 健全なる 顔色と そして 

ま. し 、- 

自由自在に 運動 を 縦 ままに している 舌と、 舌の 両脇 

に 流れて くる 白き 唾と をし ばらく は 無心に 見つめて い 

た が 、 やが て 気の 毒な ような 可愛 想 のよう なまた おか 

しいよう な 五目 鯧 司の ような 感じが 起って 来た。 我輩 

はこの 感じ を 現わす ために 唇 を 曲げて 少しく 微笑 を洩 

らした。 無邪気なる ぺ ンは その 辺に 気の つく はず はな 

い。 自分の 噺に 身が 入って 笑う の だと 我 点した と 見 

えて 赤い 頰に笑 靨 を こしらえて ケ タケ タ 笑った。 この 

とんちんかん 

頓珍漢なる 出来事の ために 我輩 はいよ いよ 変 テコな 心 

持になる、 ペン はます ます 乗気になる、 始末が つかな 



抜かり はない。 代言人の 所へ 行って ちゃんと 相談して 

いる。 日没後 日出 前 なれば 彼の 家具 を 運び出しても 差 

配 は 指を啣 えて 見物して おらねば ならぬ と 云う 事 を 承 

やと 

知して いる。 それ だから 朝の 三時 頃から 大八車 を※ 

〔# 「にんべん + 雇」、 675-13〕 つて 来て 一 晚 寝ずに かかつ 

て 自分の 荷 を 新宅へ 運んだ ので ある。 彼 はすこぶ る 

ぼうだい 

^大 なる シ マリの ない 顔 をして いる。 そこで 申 訳の た 

めに 少々 鼻の 下へ！ ^ を はやして はいるが、 なかなか 差 

配に 負けぬ 抜 目の ない 男と 見える。 

我輩 は 亭主に 自分の 身体 はいつ 移れる のかと 聞いた 

ひるめし 

ら 今日で もよ いという から、 午 飯の 後妻 君と 共に 新宅 



しょうこ 

これが 証拠に なって 差配が 乱暴 を 働いた という 種に な 

るので すよ。 今まで は 女 一 一人 だと 思って ずいぶん 勝手 

な 事ば かりした のです が、 今 じ や 男が ついてい るから 

そうば かり 踏みつけられ ちゃい ません のさ、 と 間接に 

亭主の 自慢 を 仰せられた。 それから 御 待 遠 様 それで は 

出かけましょうと 云う から 出かけた。 我輩 は 手 提革飽 

やつ 

の 中へ 雑物 を 押し込んで すこぶる 重い 奴 を さげて しか 

こ-つ 4PU 

も 左の 手に は 蝙蝠と ステッキ を 二 本 携えて いる。 レ 

デ ー は 網袋の 中へ 渋紙 包 を 四つ 入れて 右の 手に さげて 

いる。 この 渋紙 包の 一 つに は 我輩の 寝巻と へコ 帯が 

這 入って いるんだ。 左の 手に はこれ も 我輩の シ ー トを 
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